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なく、ベビーサインを用いて保育している保
育所や保育関連施設に子どもを通わせ、教授
を委託する方法もある。
　日本には、早期教育や習い事を提供する
様々な教室が存在する。ベビーサイン教室も
その一つである。ベビーサイン教室の宣伝の
中には、子どもの成長のためだけではなく母
親のストレス緩和の効果を謳っているものも
ある。近年、母親たちの育児に対する自信の
なさや不安を緩和するために、多くの子育て
支援策が考えられるようになってきた。育児
の悩みについて相談できる場、同じような悩
みを抱えている母親たちが集まれる場を提供
する施策により、核家族化、少子化に伴い、
育児に関する責任を一手に背負う母親たちの

問　題

　Acredolo, L. & Goodwyn, S.ら（1985）がベ
ビーサインを用いた育児法を提唱してから久
しいが、この間に、日本でも多くの母親たち
がこの育児法を利用するようになってきてい
る。ベビーサインを育児に利用するためには、
まず大人がベビーサインを習得し、それを子
どもに教えなければならない。母親がベビー
サインを我が子の育児に活用したいと考える
場合、その母親のベビーサインの学び方とし
ては、ベビーサインを教える教室または講演
会に参加する方法、ベビーサインのやり方に
ついて説いた書籍を読んで独学で学ぶ方法が
ある。この他に、母親自身が直接学ぶのでは
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できるようになるか。３子どもの養育に対す
る自信のなさ、不安感が薄らぐか、そして４
ベビーサインを保育に使用している保育園の
結果（赤津・三浦，2010；赤津，2013）との
比較の４点について吟味する。

方　法

１．調査対象者

　調査対象者は、毎月１回計６回を１クール
とするベビーサイン教室に通う母子で、ベ
ビーサインクラス（０歳児）10名、継続クラ
ス（３歳児）８名の計18名である。

２．手続き

　ベビーサイン教室主催者に、クラス生徒で
ある母親たちに対しアンケート（ベビーサイ
ン教室に通ってからの母子の具体的な行動や
感想について問う）を配布してもらった。同
時期に、子どもの言葉の発達に関しては、
Kirk, E.らの研究（2013）に従い、日本語マッ
カーサー乳幼児言語発達質問紙を、母親のス
ト レ ス に 関 し て は、Howlett, N.ら の 研 究

（2011）に従い、PSI（育児ストレスインデッ
クス）を配布した。今回はアンケートの分析
を行う。

３．アンケートの内容

　アンケートには研究以外の目的には使用し
ないことを明記した。アンケートの内容は下
記の13項目で、自由記述の形式となっている。
１　子どもの性別と現在の年齢
２　ベビーサインを育児に取り入れようと

思ったきっかけ
３　ベビーサインを始めた時期（生後__歳

____ヶ月）
４　ベビーサインを習ったことで母親自身に

負担を軽くする場が提供され、母親たちが集
う風景も見受けられる。子どもに習い事をさ
せることを通して、そのような機会を得る母
親もいる。ベビーサイン教室はそういった母
親のための施設としても利用可能であると考
えられているのである。
　母親のストレスに着目した研究（Howlett, 

N. Kirk, E. & Pine, K. J., 2011）では、ベビー
サインの教室に通う母親と他の教室に通う母
親のストレスの質について比較検討がなされ
ているが、両者間の差異は認められていない。
　ただ、一概に差はないとは言い切れない面
があるのではないだろうか。ベビーサイン教
室に我が子を通わせている母親の、育児に対
する不安や自身のストレスが緩和されるとし
たら、それはどのような点であるのかを詳細
に調べることも必要であるはずだ。
　母親の育児不安やストレス緩和に少しでも
ベビーサインが貢献しているとすれば、この
ベビーサインを今後、母子支援に積極的に活
用していくことの有効性が示唆されることと
なる。また逆に、その効果が見られない場合
には、現在全国的に普及しつつあるベビーサ
インを育児に利用する意味を再検討する必要
が出てくることになる。
　本研究では、ベビーサイン教室でベビーサ
インを子どもに教示する方法を習い、実際に
それを子どもに対して使うことの母親の育児
態度に及ぼす効果について検討することを目
的とする。
　具体的にはベビーサインを用いた育児を行
うことによって、子どもへの関わり方や子ど
もに対する意識に変化が見られるか否かにつ
いて調べる。１子どもへの関わり方の変化は
あるか。２言葉による意思疎通が不可能な前
言語期の子どもの気持ちや要求が明確に理解



― 119 ―

ベビーサインの使用が母親の育児態度に及ぼす効果について

回が初めてのクールである母子のクラス）に
ついては０歳児後半（男児２名、女児２名）、
１歳児前半（男児３名、女児３名）の計10名
から回答を得た。３歳児クラスはベビーサイ
ンを習得した後も幼稚園入学まで未就園児向
けの幼児教育を受けているクラスである。
　ベビーサインを習い始めた時期は、６ヶ月
から12ヶ月の間で、平均8.9ヶ月である。
　模倣が始まる時期の前後に入室している者
が多い。
　ベビーサインを育児に取り入れようと思っ
た理由をTable1に示す。
　ア（15名）のように、多くの母親がベビー
サインを子どもと言葉を話す前のコミュニ
ケーションの手段として利用したいと考えて
いる。この中には、育児休暇中の時間を有効
に使いたい、育児をより楽しめるのではない
かと考えた、子どもと一緒にできることとし
て利用できそうだと考えた、というように母
親自身の精神面の充実を意図して入室した者
もいる。また、イ（２名）のように母親自身
が積極的に興味を持った訳ではなく、友人に
誘われ受動的な姿勢で入室した、ウ（１名）
のように事前に自身で入室を検討した訳では
なく、たまたま入室したなど消極的な理由も
見られる。

　ベビーサインを習ったことは母親にとって
良かったか否かについて尋ねたところ、18名
全員が良かったと回答している。理由を

とって良かったと思うこと
５　ベビーサインを習ったことで子どもに

とって良かったと思うこと
６　親子のコミュニケーションに役立つと思

うこと（例：子どもの要求がわかりやすく
なる）

７　ベビーサインを習って不都合なこと
８　子ども自身のベビーサインの家庭での使

用の有無：よく使っていた時期（生後___ 

歳____ヶ月頃）及び使う場面とベビーサイ
ンの内容

９　ベビーサインにまつわるエピソード
10　ベビーサインに限らず、子どもがよく使

うジェスチャー（手振り、身振り）の内容
11　子どもが泣く理由（例えば、空腹、苦痛、

退屈など）の理解の有無
12　親子のコミュニケーション行動で気づい

たこと
13　子どもとのコミュニケーションの取り方

について、心配なこと、工夫をしているこ
と

結果・考察

１．調査対象者

　ベビーサイン教室に通っている母子に対し、
アンケートを配布し回収した。
　３歳児クラス（０歳児の頃から継続して在
室している母子のクラス）については３歳前
半（男児０名、女児２名）、３歳後半（男児４
名、女児２名）の計８名、０歳児クラス（今

Table1　ベビーサインを育児に取り入れようと思った理由

ア　ベビーサインは、言葉を話せるようになる前から、子どもとコミュニケーションが取れる方法であると考え、
自分の育児に利用したいと思った。

イ　友人から紹介され、一緒に通うことにした。
ウ　偶然に体験コースを受講することになり、それがきっかけで興味を持った。
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ミュニケーションのきっかけとなり、母親自
身が子どもの気持ちを共有・共感ができる。
ｂ教室に来ることが楽しい。）１歳児前半（ｃ
子どもとのやりとりの時間を多くとるように
なった。ｄ子どもの要求が分からないことが
少ない。ｅ子どもがいろいろなサインをして
くれることが楽しく嬉しい。）３歳児前半（ｆ
子どもは言いたいことが相手に伝わりやすい
ので、ぐずること、癇癪を起すことが少なかっ
た。ｇ前言語期以降、積極的にコミュニケー

Table2に示す。
　役立ったと評価している内容については、
15名が親子の意思疎通ができたことを挙げて
いる。教室に通い、母親同士のつながりがで
きたことを挙げている者が１名、理由の自由
記述に関しては、３歳児前半、後半の１名ず
つが無回答であった。
　年齢の低いクラスと高いクラスでは年齢的
な特徴が見られる。
　０歳児後半（ａまだ言葉は話せないが、コ

Table2　ベビーサインを習ったことの母親にとっての効果（自由記述）

０歳児後半
男児
・母親の方を見てもらおうとじっくり話しかけることが多いので、自分でもより積極的にコミュニケーションを

取ろうとしていると感じる。
・上の子どもの時に習い、コミュニケーションが取りやすかった。下の子どもは６ヶ月に保育園に保育所に入れ

てしまい、なかなかサインを見せられていないが、教室に来るのは楽しい。
女児
・コミュニケーションのきっかけになる。同じことの繰り返しができる。
・子どもはまだ言葉にはできないが、考えていること、思っていることを伝えてくれて、それを分かってあげら

れる。
１歳児前半
男児
・子どもとのコミュニケーションの時間が改めて取れた。
・子どもに話しかける機会が増え、コミュニケーションが取れた。子どもがいろいろなサインをしてくれることで、

母親も楽しくなった。また、成長が見られて嬉しかった。
女児
・子どもとのやりとりの時間を取るようになった。
・幼くてもいろいろなことが理解できること、話せばわかることを実感でき、人として対等に接することができた。
・自分の気持ちや言いたいことを表現し、伝わった時にとても嬉しそうな顔をする。自己肯定感が生まれると聞

いたが、そうなのかと思えた。子どもの要求が分からなくて困ることは少なく済んだ。
・子どもの言いたいこと、伝えたしことが分かってあげられるので、お互いに嬉しい気持ちになる。
３歳児前半
女児
・手で話ができることで、いろいろなことがスムーズに運び、親子で向き合う時間が楽しかった。
・子どもの言いたいことがよくわかった。子どもも自分の言いたいことが伝わっているのでぐずったり、癇癪を

起すことがあまりなかった。
３歳児後半
男児
・積極的にコミュニケーションを取るよう努力するきっかけにもなった。友人もでき、心強い。講師には何でも

相談でき、精神的に安心することができた。
・コミュニケーションの土台が作れた。サインを教えるということを通して、我が子に教えることの習慣が身に

ついた。話しかけることが多くなった。
・横のつながりができた。
・無回答
女児
・子どもにサインを見せ、伝えるのに工夫したり、苦労したりして関わることができた。
・無回答
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子どもと接することができる、そして、ベビー
サインを用いることで培われた子どもに対す
る態度がその後の子どもに対して注意深く関
わろうとする姿勢に反映されるようになって
いることがわかる。
　ベビーサインを習ったことは子どもにとっ
て良かったか否かに関してはTable3のように
回答している。
　子ども自身については、五感を使って注意
深く母親の示すサインを見つめるようになっ
たこと、子どもが伝えたい内容が母親にス
ムーズに理解されることが多いため、伝わら
ない事から感じるもどかしさの量が軽減され
たこと、サインを使用することに喜びを感じ

ションを取ろうとするきっかけになった。）
３歳児後半（ｈ子どもとしっかりと向き合い、
話しかける習慣ができた。） という感想が記
述されている。
　以上の内容から考えると、習い始めたばか
りの母親たち（０歳児クラス）は、言葉を話
す以前の子どもとのコミュニケーションの手
段として有効であると徐々に感じはじめ、ま
た子どもと意思疎通できることに喜びを見い
出すようになる。ベビーサインを経て既に言
葉を話すようになっている子どもたちの母親
たち（３歳児クラス）は、ベビーサインを習っ
ていたことで、子どもが精神的に不機嫌にな
ることが少なく、従って自分自身も穏やかに

Table3　ベビーサインを習ったことの子どもにとっての効果（自由記述）

０歳児後半
男児
・顔や手を注意深く見るようになったので良かった。母親は子どもが自らサインができるようになる日を楽しみ

にしている。
・無回答
女児
・子どもにとって教室自体が刺激になっている。
・自分が思っていることが、伝わらないもどかしさを軽減できていると思う（伝わるととても満足そうにしている）
１歳児前半
男児
・友達とも触れ合え、興味の幅も広がっている。
・母親とコミュニケーションが取れた。単語を覚えやすい。
・無回答
女児
・まだサインはあまり出ていないが、見ており、刺激になっている気がする。
・言葉が出る前からコミュニケーションが取れている。
・子どもが伝えたいことを母親が理解すると喜ぶ。
３歳児前半
女児
・感情や要求など伝えられる手段を知っていることでイライラも少なくなった。言葉の覚えもよかったと思う。
・無回答
３歳児後半
男児
・サインができるまでに時間はかかったが、サインをしながら会話する様子はとても楽しそうだった。素敵な友

達にも恵まれて、友達と遊ぶ楽しさも学べた。
・言葉が早かった。二語文・三語文が早かった。コミュニケーションが取れるようになる時期が早く、話せばわ

かるということが身に付いた。
・無回答１
女児
・手を動かし伝えることを楽しんでくれた。
・無回答２
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と捉えている。
　ベビーサインを習って不都合なことについ
ては、ａご飯がまだ残っていて、食べさせた
いのに「おしまい」のサインをされてしまう
こと（子どもの拒否の気持ちを母親が理解で
きてしまい、それ以上無理強いをさせられな
いこと）（１歳前半）、ｂベビーサインを習っ
ていることを批判され、教育ママだと思われ
たこと（３歳後半）の２つの回答があった。
ａについては、子どもの要求がよく理解でき
過ぎる故の悩みと言える。
　ベビーサインを使う機会としては、日常生

ている様子であること、教室の友達との関わ
りを楽しんでいること、言葉の発達が早かっ
たように感じることが挙げられている。
　親子のコミュニケーションに役立ったか否
かについてはTable4に示す。
　０歳児後半では３名がまだ習い始めたばか
りでその効果については不明であると答え、
１名は、サインを使い始めると子どもの要求
が明白に理解できるなど役立っていると答え
ている。また３歳以降では、幼くても意味の
あることを伝えていることが理解できた、判
断しにくい場面で子どもの意図が理解できた

Table4　親子のコミュニケーションに役立ったこと（自由記述）

０歳児後半
男児
・わからない（まだ小さいのでサインはこれから。でも泣く以外のコミュニケーションがあるのは子どもにとっ

て素敵なことだと思う。
・上の子には役立った。下の子にはまだ小さいのでわからない。
女児
・わからない
・「ミルク（オッパイ）」「もっと」「ねんね」など生活に関することは伝えてくれるので役立っていると思う。
１歳児前半
男児
・視覚、動作、聴覚をフルに使うので知的な面の刺激になっている。
・役立った。食べている時、絵本を読んでいる時には「もっと」のサインをしたのでそれに応じた行動が取れた。

子どもがサインをする時には母親も話しかけるようにしていた。
・役立った。「ミルク」のサインをするので、ミルクが欲しいことが母親に明確にわかる。
女児
・上の娘も妹に対して見せてくれたりした。（きょうだい共通のコミュニケーション手段）
・役立った。ぐずぐず泣かれることが少ないような気がする。
・無回答
３歳児前半
女児
・ベビーサインがなければ理解してあげることができなかったと思うことが沢山あった。幼くても意味のあるこ

とを人に伝えているということを知ることができて良かった。
・伝えれば相手は理解してくれるのが分かったので、通常のコミュニケーションが大変スムーズである。言葉も

早く出た。
３歳児後半
男児
・咽喉が乾いている時、お腹がすいた時、何か要求された時は勿論、絵本を見ている時に魚のサイン等、日常で、

幅広く活用していた。コミュニケーションはスムーズに取れた。
・「もっと」「おしまい」「やって」など母親の判断がしにくい事柄のタイミングがわかるようになった。
・無回答２
女児
・役立った。お互いの顔、手をじっと見ながら会話する時間が持てた。二人で楽しむことができた。
・無回答
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活に関係した食事、遊び、入浴前の時間、不
快（空腹・咽喉の渇き・痛み、眠い）な時、
要求（抱っこ、関心を引きたい）、何かを見
つけてそのことを伝えたい時（散歩中、絵本
を読んでもらっている時）、嬉しい時が多い。
例として挙げられたサインは要求（「やって」

「もっと」「食べる」「トイレ」）、動物（「鳥」「キ
リン」「ブタ」「パンダ」「犬）、用品（「本」、「電
気」、「靴」）乗り物（「電車」、「自動車」）、植物

（「花」）、食べ物（「ミルク」、「ご飯」、「おやつ」、
「飲み物」、「りんご」、「お菓子」）、挨拶（「おし
まい」、「ねんね」「バイバイ」）形容・修飾・
感情（「楽しい」「おいしい」）、質問（「どこ？」）
などである。「ミルク」は「オッパイ」（乳房・
母乳）の意味で使われている。保育園児は「牛
乳 」 の 意 味 で 使って お り（ 赤 津・ 三 浦，
2010；赤津，2013）、この点が大きく異なる。
家庭児にとって「オッパイ」は大きな関心事、
問題である。

　食事の時には、食べたいもの、食べる量な
ど気持ちが分かりにくい内容について、「もっ
と」「おしまい」のサインを用いて、自分で
気持ちを伝えた。
　最近「抱っこ」のサインができてきたよう
に思う（０歳後半）。
　０歳前半と１歳前半それぞれ女児１名ずつ
は使っていないと回答している。
　使い始めた時期については、０歳９ヶ月、０
歳11か月、１歳０ヶ月、１歳２ヶ月、１歳３ヶ
月、１歳６ヶ月、との回答があり、０歳９ヶ月
から１歳６ヶ月の間に使い始めている。ただ
し、１歳６ヶ月からと回答している母親は、
発現時期としては我が子は遅いと感じている。
保育園児についての調査（赤津，2013）でも
生後９ヶ月頃からベビーサインを自発的に使
用するようになり、ピークは１歳４ヶ月頃で
あるという結果が得られており、これと一致
している。

Table5　ベビーサインに関するエピソード

０歳後半
女児
・電話を掛けていると無言で「ミルク（オッパイ）」のサインをする。電話を切り、授乳しようとするとほとんど

飲まずに満足そうな様子をする。「ミルク（オッパイ）」のサインが一番母親の関心を引くことを理解している
様子である。

・父親が帰ってくる時間に「お父さん」のサインをすると喜ぶ。（まだ自分からはサインをしない）
１歳児前半
女児
・以前サインを習っていた姉（４歳）と一緒にサインでコミュニケーションを取っている。
３歳児前半
女児
・靴を落とした時、脱げそうだった時、「靴」のサインをしていたので気づけた。
・ベビーサインをしていない子どもにサインでコミュニケーションを取ろうとしていた。
３歳児後半
男児
・複数のサインを連続して使った時、単語のみの理解ではなく。言葉を文章で理解しているように見えた。手を使っ

て意思疎通を図るので、子どもの言葉に対する意識は高いと思う。
・車中で突然「電車」のサインをした。外に汽車が止まっているのを見てサインをしたことが分かった（何気な

い景色をしっかりと見ていることを知った）。錯画期に、赤色のクレヨンでぐるぐると線を引きその後に「リンゴ」
のサインをした（意味のあるものを書いていることを知った。）
女児
・卒乳の時に泣き叫びながら「ミルク（オッパイ）」のサインをしていた。
・夕方、部屋が暗くなった時、「電気」のサインをして電気を付けるよう知らせてくれた。
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工夫していることとしては、目を見て話す、
身体接触を意識するなど子どもにきちんと向
き合って話をすること、絵本を読み聞かせ、
じっくりと遊びにつきあう時間を持つように
心掛けることが挙げられており、子どもへの
関わり方についての意識が強くあることがわ
かる。

まとめ・今後の課題

　ベビーサイン教室に在籍する母子を対象に、
母親が、自らベビーサインを習得し、子ども
に教示する過程の中で、母親の子どもへの関
わり方、子どもに対する意識に変化が見られ
るか否かについて、母親に対するアンケート
調査から分析した。
１子どもへの関わり方の変化
　多くの母親がベビーサインを前言語期の子
どもとのコミュニケーションを取る手段とし

　ベビーサインに関するエピソードについて
は、Table5に示す。
　エピソードからは主に、ａ子どもがサイン
を使うことによって、本人が理解しているこ
と、考えていること、意識していることをよ
り明確に母親自身が理解できること、ｂきょ
うだい間でのコミュニケーションの手段とも
なっていること、ｃ他の子どもとの伝達手段
としてサインを使おうとすること、ｄ二語発
語的なサインが見られること、の４点が指摘
されている。
　子どもとのコミュニケーションの取り方に
ついて気になること、工夫点については
Table6に示す。
　気になることとしては、仕事に復帰後の子
どもとの触れ合い時間が減少することに関し
ての不安、子どもに対し、十分に相手をして
やれていない後悔の気持ちが挙げられている。

Table6　子どもとのコミュニケーションの取り方について気になること・工夫点

０歳児後半
男児
・目を合わせて話しかける。いつも笑顔で接する。声や表情に抑揚を付ける。
・子どもと目が合えば笑う。いつも笑顔を向ける。
女児
・今後働き始めると、子どもとの触れ合いの時間が少なくなることが不安。
１歳児前半
男児
・絵本を沢山読むようにしている。
・日々慌ただしく、もっとゆっくりと遊んだり、相手をしてあげたいが十分にできていないと感じる。
３歳児前半
女児
・ベビーサインを通して、しっかりと子どもに向き合うことの大切さを知った。
・自らはきちんと説明をし、子どもにも説明させるようにしている。子どもの話は最後までじっくり聞くように

している。
３歳児後半
男児
・なるべく話をする時には顔を見ているようにしている。
・難しい言葉になってしまうことを恐れず、言葉で説明するようにしている。質問に答えられない時には、誤魔

化さずに父親に聞いたり、調べたりしている。
・頑張っている時、我慢できた時、ぎゅっと抱きしめる。寝る前に必ず大好きと伝える。
女児
・お風呂に入っている時間だけは、じっくりと子どもの話に向き合い、遊びに徹底的に付き合うようにしている。
・目と目を合わせて会話をする。
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て自分の育児に活用したいと考え、ベビーサ
イン教室に入室している。そして、子どもと
ベビーサインを用いて関わっているうちに、
子どもにきちんと向き合い、子どもとの時間
を確保するように努力する姿勢が見られるよ
うになっている（Table6より）。勧誘されて
という受動的な理由で入室した母親も、能動
的な理由で入室した母親たちと違わず、「我が
子に教えることの習慣がついた」（Table2よ
り）と積極的に子どもに関わっている様子が
うかがえる。
２子どもの気持ちや要求の理解
　ベビーサインにより子どもの要求が判断し
にくい場面でも理解できたこと、子どもは幼
いのであまりいろいろなことを考えていない
のではないかと思っていたが、子どもの示す
ベビーサインを通して、子どもなりに考え行
動していることが理解できたことが述べられ
ている（Table4より）。
３子どもの養育に対する自信の無さ、不安感
の解消
　これに関しては、「子どもの要求が分からな
くて困ることが少なくなった」「親子で向き
合う時間が楽しい」「友人ができ心強い、講
師に相談でき精神的に安心する」（Table2よ
り）という回答が見られる。
　PSIの分析から明らかになる面もあると考
えられる。ただし、今回の調査ではPSIの回
答者は４名のみである。回答者が少なかった
理由として、量的に質問数が多かったこと、
PSIについては、プライベートな項目が含ま
れているため、答え辛かったことが考えられ
る。今後は、質問紙の内容を精査し、回答に
対する負担感を少なくすることを考えたい。
４保育園の結果との比較
　保育園児の母親の中には、子どもが保育園

で習ってきたベビーサインを自分でも習い、
家庭で使用しようと能動的に行動する者がい
る一方で、自らはベビーサインを学ばないた
めに、子どもが家でベビーサインを使っても
何を表しているのか理解できないという者も
いる（赤津・三浦，2010）。ベビーサインの
教室に通っている母親たちにはそのような者
は見られない。
　使われるサインの内容については、保育園
では「お父さん」「お母さん」のベビーサイ
ンは皆無である。Table5には「お父さん」
に関するエピソードがあり、ベビーサイン教
室の子どもの家庭では使われていることがわ
かる。また、「ミルク」のベビーサインに関し
ては、保育園児は「牛乳」、ベビーサイン教
室の子どもは、「オッパイ」の意味で使ってお
り、このことから親がそばにいる家庭児と保
育園児とではベビーサインの使われ方が異な
ることがわかる。
　育児の中で、ベビーサインを使用いた育児
法は母親の育児態度に効果をもたらす面があ
ることが示唆されたが、母親の育児不安の解
消への有用性については今後さらに手続きを
精査して検討していきたい。
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